
令和元年度 第１回 第８期たつの市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定委員会 議事録 

 

開催日時：令和元年 12月４日（月）13時 30 分～14 時 30 分 

開催場所：たつの市役所本庁３階 301 会議室 

 

会議次第 

１ 委嘱状の交付 

２ 市長あいさつ 

３ 開会 

４ 委員の紹介 

５ 委員長・副委員長の選出 

６ 委員長あいさつ 

７ 報告事項 

（１）たつの市の介護保険事業の概要について 

（２）第８期たつの市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画について 

① 法的位置づけについて 

② 計画の期間及び見直し時期 

③ 第８期計画の基本的な考え方 

④ 第８期介護保険事業計画策定体制及び過程 

⑤ 地域課題の把握方法 

⑥ 計画策定スケジュール（案） 

８ 協議事項 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（案）について 

（２）在宅介護実態調査（案）について 

９ その他 

・ 次回策定委員会の開催日程について 

令和２年６月頃を予定 

10 閉会あいさつ 

  



 

議事要旨 

７ 報告事項 

〇委員長 

それでは、次第に基づきまして、次第７の「報告事項」に移ります。 

「（１）たつの市の介護保険事業の概要について」、事務局より説明をお願いします。 

（事務局から【本市における高齢化率及び要支援・要介護認定率、介護保険の給付額、たつの市介護

保険事業の概要について】説明） 

〇委員長 

ただいまの事務局の説明について、ご質問はありませんか。 

〇委員 

高齢者が増加しているのに地域密着型通所介護事業所が減少したり、「ケアホームみつ」が 21 床減

少したりするのは何故ですか？ 

〇事務局 

地域密着型通所介護はたつの市民のみが使える事業所になります。これとは別に、県が指定する広

域型通所介護もございますので、総量は確保できています。運営法人の方針等により、たつの市民の

方だけが利用できる地域密着型通所介護が減ったものと認識しています。 

「ケアホームみつ」が 21 床減少したことについては経営の問題だと思われますが、今後高齢者が

増加していく中、施設系や地域密着型サービスの整備の検討が必要と認識しています。 

〇委員長 

建物の老朽化により入居希望者が減少していることが第一の原因と聞いています。さらに、勤めて

いる人も高齢化が進み、施設の改善、新規人員を求めることもコストがかかることから、21床閉鎖し

ようとなったと伺っています。 

〇委員 

経営が苦しく施設の改良などに手が及んでいないのが現実です。また、以前から老健施設の利用者

で満床になっていないと疑問な点もあり、そういう側面も減床する要因となりました。 

〇委員長 

老健施設として役割を果たしていない部分があり、その部分が削られたということでしょうか。 

〇委員 

それも一因と考えています。 

〇委員長 

他にご質問、ご意見はありませんか。 

それでは続きまして、「（２）第８期たつの市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画について」、事務

局より説明をお願いします。 

（事務局から（２）第８期たつの市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画について説明） 

〇委員長 

ただいま説明が終わりました。何かご意見・質問はありませんか。 



特に意見、質問が無いようです。 

 

８ 協議事項 

続きまして、次第８の「協議事項」に移りたいと思います。たつの市における「（１）介護予防・日

常生活圏域ニーズ調査（案）について」「（２）在宅介護実態調査（案）について」事務局より説明を

お願いします。 

（事務局から（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び（２）在宅介護実態調査について説明） 

〇委員長 

事務局の説明がありました。ご質問や意見はありませんか。 

〇委員 

目標回収率が 80％となっていますが、前回の回収率はどのくらいだったのでしょうか。 

〇事務局： 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査が 86.2％、在宅介護実態調査が 81.6％でした。 

〇委員 

地域を誰かが担当して回収するのでしょうか。アンケートに関する質問は市に問い合わせるように

なるのでしょうか。 

〇事務局 

前回も通常の郵送、返送で 80％を超える回答をいただけたので今回も同様に行う予定です。ただし、

回収率が低かった場合は電話勧奨するなどの方法を取りたいと思います。 

アンケートに関する質問は市に問い合わせていただくようになります。他の統計調査のように、調

査員の方にしていただくものではありません。 

〇委員 

認知症の方などもいらっしゃいます。本人が回答できるのでしょうか。 

〇事務局 

ご家族の方でも回答していただけますので、そういった場合家族の方に回答いただくことを想定し

ています。また、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は対象者が一般高齢者なので認知症の方はあま

りおられないと考えています。 

〇委員 

成年後見人に関する質問について、必要とする方に成年後見制度の紹介をするとか、認知症の窓口

の分からない人に案内を行うとかは考えておられないのでしょうか。 

〇事務局 

このアンケートの回答結果から特定の方に何かを行うことは予定していません。アンケートを行う

ことによりさまざまな傾向や課題を抽出し、施策に繋げていきます。 

〇委員長 

できれば、もう少し踏み込んだことも検討していただき、その時その時で終わってしまうのではな

く、調査から得られたものを活用していただきたいと思います。 

〇事務局 



先程の意見を踏まえて、地域包括支援課と連携をとり、検討してみたいと思います。 

 

〇委員 

独自調査の中で、問４（９）の「将来において不安に思っていることはありますか」について、選

択肢の２番「できなくなってきた」は「できなくなる」に変更した方がよいのではないでしょうか。 

〇事務局 

訂正させていただきます。 

〇委員長 

前回のニーズ調査との調査項目の比較表を見ると、問６（６）など、項目について段落を整えると

もっと見やすくなるのではないでしょうか。 

〇事務局 

実際の調査票については明瞭にさせていただいております。 

〇稲田委員 

調査票１頁の、性別に男女であったり、問１（１）の「息子・娘」であったり、表現はこれでよろ

しいのでしょうか。後ろの方は「子」という表現になっています。 

〇事務局 

設問については、厚生労働省が示すひな型に従っているので変更はできませんが、表紙の男女につ

いては、在宅介護実態調査も含めて割愛します。 

〇委員長 

他にご意見はありますか。特にないようですので、少し変更点はありますが、ほぼ原案の通り調査

を実施していただくようお願いします。少々の修正については事務局にお願いしたいと思います。 

それで異議はございませんでしょうか。 

（一同、異議なし） 

〇委員長 

ありがとうございます。事務局において準備が整い次第調査を実施していただくよう宜しくお願い

します。本日の協議事項につきましては以上でございます。進行を事務局にお返しします。 

〇事務局 

委員長ありがとうございました。それでは、次第の９、「その他」に移ります。 

〇事務局 

次回の会議につきましては、令和２年６月頃を予定しており、アンケート調査の結果や分析、サー

ビス量の推計などをお示しした上でご協議いただきたいと考えております。 

〇事務局 

その他、ご意見はございませんでしょうか。無いようですので、以上をもちまして、本日の議事が

すべて終了いたしました。進行につきましてご協力いただき、誠にありがとうございました。 


